
自己評価

はい
どちらと
もいえな

い
いいえ コメント A・B・C

①
子どもの活動などのスペースが十
分に確保されていますか

9 5 1

活動するには狭いのではな
いか
活動できていない。 B

②
職員の配置数や専門性は適切です
か

13 2

利用者が多いとき、支援員
NSが足りないこともあり
食事介助職員が足りないこ
とがある。
STいてもよい。

B

③
生活空間は障碍の特性に合わせた
居心地のいい空間になっています
か

13 2

カーテンも新しくなり良い
空間になったと思います。 B

④
業務改善を進めるための目標を共
有して振り返りに、広く職員が参
加していますか

12 3 B

⑤

保護者向けのアンケート調査や評
価表を活用して保護者のニーズを
把握して業務改善につなげていま
すか

13 2 B

⑥

事業者向け評価表及び保護者向け
評価表の結果を踏まえ、事業所と
して評価を行い業務の改善の内容
を保護者等に公開していますか

12 3

わかりません。
参加できるていない。

B

⑦
職員の資質向上のために研修の機
会を確保していますか

10 5

わかりません。
参加できるていない。

C

⑧

アセスメントを適切に行い、子ど
もと保護者のニーズ等を分析し
て、児童発達支援計画を作成して
ますか

14 1

色々な職種が居り多くの角
度からまた視点から利用者
を視る事ができている B

⑨
児童発達支援計画に則った支援が
行われていますか

13 2 B

⑩
支援の記録を正しくとることを徹
底し、支援の検証・改善につなげ
ていますか

14 1 B

⑪
定期的にモニタリングを行い、児
童発達支援計画の見直しを行って
いますか

13 2 B

⑫
サービス担当者会議に対象の子ど
もの状況に精通した職員が参加し
ていますか

15 A

⑬
医療的ケア児の在宅支援のため
に、地域の関係機関と連携をとっ
ていますか

11 4

連絡がとれている所と、と
れていない所がある。

B
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⑭
医療的ケア児の受け入れに際して
主治医や協力医療機関等と連携体
制をとっていますか

11 4

連絡がとれている所と、と
れていない所がある。

B

⑮
他の相談事業所等との連携をして
いますか

13 2 B

⑯
日頃から子どもの状況を保護者と
伝え合い発達の状況等の共通理解
が出来ていますか

15 B

⑰
サービスの内容、利用者負担につ
いて丁寧な説明がなされています
か

15 A

⑱
支援内容の説明を行い、保護者か
ら児童発達支援計画の同意を得て
いますか

14 1 B

⑲

保護者からの相談等について、対
応の体制が整備され、相談等に対
して迅速かつ適切に対応されてい
ますか

12 3

保護者に周知できているか
不明。

B

⑳
個人情報の取り扱いに注意をして
いますか

15 B

㉑

緊急時対応マニュアル・防犯マ
ニュアル・感染症対応マニュアル
等を作成し、保護者や職員に周
知・説明をしていますか

8 7

予測されている緊急時は、
訓練しているが予測してい
ない事が起こるとうまく対
応できるか。 C

㉒
災害対応のために、定期的な避難
訓練を行っていますか

6 8 1 B

㉓
事前に発作等の子どもの状況を確
認していますか

15 A

㉔
食物アレルギーのある子どもの対
応をしていますか

15 A

保
護
者
へ
の
説
明
責
任

非
常
時
等
の
対
応

まとめ

 事業所開設2年目に入ってご利用者も徐々に増えてきている。生活介護のご利用者も含めサー
ビス内容や重要事項の説明を十分に行っていく必要がある。主に重症心身障がい児・者を対象
としサービスを提供しているので、医療的ケアに対する知識の向上や安全面に対する配慮を事
業所として徹底して取り組んでいきたい。
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